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国
境
を
越
え
た
役
務
の
提
供
に
係
る
消
費
税
の
課
税
の

見
直
し
等
に
つ
い
て�

盛
岡
税
務
署

　

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
27
年
法
律
第
９
号
）
等
に
よ

り
、
消
費
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

国
内
外
の
事
業
者
間
の
競
争
条
件
の
不

均
衡
を
是
正
す
る
観
点
か
ら
、
国
境
を

越
え
て
行
わ
れ
る
電
子
書
籍
・
音
楽
・

広
告
の
配
信
等
の
役
務
の
提
供
に
係
る

消
費
税
の
課
税
関
係
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
　

電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
に
係

る
内
外
判
定
基
準
の
見
直
し

　

資
産
の
譲
渡
等
の
う
ち
、
電
子
書

籍
・
音
楽
・
広
告
の
配
信
な
ど
の
電
気

通
信
回
線
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
を

介
し
て
行
わ
れ
る
役
務
の
提
供
を
「
電

気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
」
と
位
置
付

け
、
そ
の
役
務
の
提
供
が
消
費
税
の
課

税
対
象
と
な
る
国
内
取
引
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
の
判
定
基
準
（
内
外
判
定
基

準
）
が
、
役
務
の
提
供
を
行
う
者
の
役

務
の
提
供
に
係
る
事
務
所
等
の
所
在
地

か
ら
「
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
住

所
等
（
個
人
の
場
合
に
は
住
所
又
は
居

所
、
法
人
の
場
合
に
は
本
店
又
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
を
い
い
ま
す
。）」

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
つ
い
て
の
改
正
前
及
び

改
正
後
の
課
税
関
係
は
、
次
の
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

○
　

「
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
」

の
範
囲

　

今
回
の
課
税
の
見
直
し
に
よ
り
新
た

に
消
費
税
法
に
定
義
さ
れ
た
「
電
気
通

信
利
用
役
務
の
提
供
」
と
は
、
電
気
通

信
回
線
を
介
し
て
行
わ
れ
る
電
子
書
籍

や
音
楽
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
の
配
信
の

ほ
か
、
ネ
ッ
ト
広
告
の
配
信
や
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
さ
ら
に
は
電
話

や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
た
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。 

　

な
お
、
電
話
、
電
信
そ
の
他
の
通
信

設
備
を
用
い
て
他
人
の
通
信
を
媒
介
す

る
役
務
の
提
供
、
す
な
わ
ち
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
接

続
な
ど
、
通
信
そ
の
も
の
に
該
当
す
る

役
務
の
提
供
は
除
か
れ
ま
す
。 

　

ま
た
、
資
産
の
譲
渡
等
の
結
果
の
通

知
等
が
電
気
通
信
回
線
を
介
し
て
行
わ

れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
電
気
通
信
回
線

を
介
し
た
結
果
の
通
知
等
が
、
他
の
資

産
の
譲
渡
等
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
場

合
も
除
か
れ
ま
す
。

２
　

課
税
方
式
の
見
直
し

　

前
述
の
と
お
り
、
内
外
判
定
基
準
の

見
直
し
に
伴
い
、
国
外
の
事
業
者
が
国

境
を
越
え
て
日
本
の
事
業
者
や
消
費
者

に
対
し
て
行
う
電
気
通
信
利
用
役
務
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
国
内
取
引
と
し
て

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
国
内
に
何
ら
の
拠
点
も
持
た
な
い

国
外
の
事
業
者
に
対
し
て
消
費
税
の
申

告
納
税
義
務
を
課
す
従
来
の
制
度
で
は
、

適
正
な
税
務
執
行
の
確
保
に
自
ず
と
限

界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
は
、
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提

供
を
「
事
業
者
向
け
電
気
通
信
利
用
役

務
の
提
供
」
と
「
そ
れ
以
外
（
以
下
便

宜
的
に
「
消
費
者
向
け
電
気
通
信
利
用

役
務
の
提
供
」
と
い
い
ま
す
。）」
に
分

け
た
上
で
、「
事
業
者
向
け
電
気
通
信

利
用
役
務
の
提
供
」
に
つ
い
て
は
、
国

外
の
事
業
者
か
ら
当
該
役
務
の
提
供
を

受
け
る
国
内
の
事
業
者
（
課
税
仕
入
れ

を
行
っ
た
事
業
者
）
に
納
税
義
務
を
課

す
い
わ
ゆ
る
「
リ
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ジ
方

式
」
の
対
象
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
国
外
の
事
業
者
が
行
う
「
消

費
者
向
け
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提

供
」
に
つ
い
て
は
、
国
外
の
事
業
者
に

納
税
義
務
を
課
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

３
　

国
外
事
業
者
か
ら
受
け
た
消
費
者

向
け
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供

に
係
る
仕
入
税
額
控
除
の
制
限

　

国
外
事
業
者
か
ら
「
消
費
者
向
け
電

気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
」
を
受
け
た

場
合
に
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
、
当
分

の
間
、
当
該
役
務
の
提
供
に
係
る
課
税

仕
入
れ
に
つ
い
て
仕
入
税
額
控
除
を
制

限
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
当
該
役
務
の
提
供
を
行
っ

た
国
外
事
業
者
が
登
録
国
外
事
業
者

（
４
を
参
照
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
登
録
国
外
事
業
者
か
ら
受
け
た
「
消

費
者
向
け
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提

供
」
に
係
る
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
仕

入
税
額
控
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

◎
適
用
開
始
時
期

　

１
～
３
の
改
正
は
、
平
成
27
年

10
月
１
日
以
後
行
う
課
税
資
産
の

譲
渡
等
及
び
課
税
仕
入
れ
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

４
　

登
録
国
外
事
業
者
制
度
の
創
設

　

前
述
の
と
お
り
、
国
外
事
業
者
か
ら

「
消
費
者
向
け
電
気
通
信
利
用
役
務
の

提
供
」
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
役

務
の
提
供
を
受
け
た
国
内
事
業
者
の
仕

取　引 改正前 改正後
①国内の事業者が国外の事業者に対して役務の
　提供を行った場合 国内取引：課税 国外取引：不課税

②国外の事業者が国内の事業者に対して役務の
　提供を行った場合 国外取引：不課税 国内取引：課税

③国内の事業者が国外の消費者に対して役務の
　提供を行った場合 国内取引：課税 国外取引：不課税

④国外の事業者が国内の消費者に対して役務の
　提供を行った場合 国外取引：不課税 国内取引：課税

⑤国内の事業者が国内の消費者に対して役務の
　提供を行った場合 国内取引：課税 国内取引：課税

※改正前の取引①及び③は、輸出証明書の保存などの所定の要件を満たすことで輸出免税の対象となります。
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や
さ
し
い
税
金
教
室

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の

引
上
げ
等
に
つ
い
て

年
末
調
整
説
明
会
の

お
知
ら
せ

盛
岡
税
務
署

税
金
は
身
近
な
も
の
で
す
が
︑
そ
の
中
身
は
複
雑
で
す
︒

こ
の
項
は
︑盛
岡
税
務
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
︑シ
リ
ー

ズ
で
身
近
な
税
金
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
︒

7つの間違い探し

右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点
が
７
カ
所
あ
り
ま
す
。

（
答
え
は
７
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

【
問
】
　

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
上

げ
時
期
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
】
　

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
８
％

か
ら
10
％
へ
の
引
上
げ
時
期
が
、
平
成
29

年
４
月
１
日
と
さ
れ
ま
し
た
。
　

　

引
上
げ
後
の
税
率
（
10
％
）
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日
（
適
用
開
始
日
）
以
後
に

行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
、
課
税
仕
入
れ

及
び
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る
課
税

貨
物
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
】
　

10
％
へ
の
税
率
引
上
げ
後
に
お
い
て
も

改
正
前
の
税
率
（
８
％
）
が
適
用
さ
れ
る

取
引
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
】
　

適
用
開
始
日
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産
の

譲
渡
等
の
う
ち
一
定
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
正
前
の
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る

な
ど
の
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
経
過
措
置
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
り
、
10
％
へ
の
税
率
引

上
げ
後
に
お
い
て
も
改
正
前
の
税
率

（
８
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
　

旅
客
運
賃
等

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
後
に
行
う
旅
客

運
送
の
対
価
や
映
画
・
演
劇
を
催
す
場
所
、

競
馬
場
、
競
輪
場
、
美
術
館
、
遊
園
地
等

へ
の
入
場
料
金
等
の
う
ち
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
領
収
し
て
い
る
も
の

　

２
　

電
気
料
金
等

　

継
続
供
給
契
約
に
基
づ
き
、
平
成
29
年

４
月
１
日
前
か
ら
継
続
し
て
供
給
し
て
い

る
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
話
、
灯
油
に

係
る
料
金
等
で
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
29
年
４
月
30
日
ま
で
の
間
に
料
金

の
支
払
い
を
受
け
る
権
利
が
確
定
す
る
も

の

　

３
　

請
負
工
事
等

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
工
事
（
製

造
を
含
み
ま
す
。）
に
係
る
請
負
契
約

（
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
測
量
、
設
計

及
び
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
等
に
係
る
請

負
契
約
を
含
み
ま
す
。）
に
基
づ
き
、
平

成
29
年
４
月
１
日
以
後
に
課
税
資
産
の
譲

渡
等
を
行
う
場
合
に
お
け
る
、
当
該
課
税

資
産
の
譲
渡
等

　

こ
の
ほ
か
に
も
所
要
の
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 　

平
成
27
年
分
の
年
末
調
整
関
係
事
務
の
説
明

会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
は
、
毎
月
の
給
料
や
賞
与
か
ら
差

盛
岡
税
務
署

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

引
か
れ
た
所
得
税
額
と
、
一
年
間
の
給
与
の
総

額
に
対
す
る
所
得
税
額
と
の
差
額
を
精
算
す
る

も
の
で
、
給
与
所
得
以
外
に
他
に
所
得
の
な
い

大
部
分
の
給
与
所
得
者
に
と
っ
て
確
定
申
告
に

代
わ
る
役
目
を
果
た
す
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

誤
り
の
な
い
よ
う
に
年
末
調
整
を
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
駐
車
場
（
有
料
）
は
利
用
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
の
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開催月日 受付開始
時　　間

説　　明　　会
開始・終了時間 会　　場

11 月 17 日（火）
9 時 30 分 10 時 00 分〜

12 時 00 分 岩手県民会館
大ホール

13 時 00 分 13 時 30 分〜
15 時 30 分
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わ
が
ま
ち
探
訪

も
り
お
か
町
家
物
語
館

　
「
懐
か
し
の
賑
わ
い
に
出
会
う
」

 
〜
地
域
と
歴
史
と
文
化
を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ「
ひ
と
」「
も
の
」を
育
む
施
設
へ〜

文庫蔵（左）、大正蔵内部の様子

■
も
り
お
か
町
家
物
語
館
と
は

　

盛
岡
市
の
鉈
屋
町
界
隈
は
、
江
戸
期
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
北
上
川
舟
運
に
よ
り
盛
岡
の
玄

関
口
と
し
て
栄
え
、
街
道
筋
に
庶
民
的
な
商
売

の
町
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
か
ら
盛
岡
町
家
が

残
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
寺
ノ
下
寺
院
群
の
寺

筋
も
あ
り
、
昔
懐
か
し
い
街
並
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
は
湧
水
に
恵
ま
れ
、
酒
づ

く
り
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
青
龍
水
や
大
慈
清
水

と
い
っ
た
清
水
が
今
な
お
生
活
に
使
わ
れ
て
お

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
暮
ら
し
文
化
が
受
け
継
が
れ
た
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
つ
な
ぎ
、
歴
史

的
街
並
み
の
保
全
と
地
域
交
流
の
拠
点
施
設
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
平
成
26
年
7
月
に
開
館

し
た
の
が
、
も
り
お
か
町
家
物
語
館
で
す
。

■
も
り
お
か
町
家
物
語
館
の
み
ど
こ
ろ

　

も
り
お
か
町
家
物
語
館
は
、
旧
岩
手
川
酒
造

鉈
屋
町
工
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
地
区
の
歴

史
的
な
景
観
と
調
和
を
図
っ
た
建
物
で
す
。
盛

岡
町
家
造
り
の
「
母
屋
」
は
、
地
域
全
体
の
案

内
所
や
お
休
み
処
と
し
て
活
用
し
、
主
に
倉
庫

と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
昭
和
前
期
の
土
蔵
の

「
文
庫
蔵
」
は
、
地
域
ゆ
か
り
の
著
名
人
資
料

の
展
示
や
親
子
の
読
書
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
に
造
ら

れ
た
「
浜
藤
の
酒
蔵
」、
大
正
時
代
の
酒
蔵
で

あ
る
「
大
正
蔵
」
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

え
る
約
1
2
0
席
の
ホ
ー
ル
や
市
民
の
暮
ら
し

の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
す
る
資
料
、
生
活
用
品

や
酒
造
り
道
具
な
ど
を
紹
介
す
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
ほ
か
、
蔵
の
中
に
懐
か
し
い
商

店
街
（
時と

き空
の
商
店
街
）
も
再
現
し
て
「
盛
岡

ら
し
い
商
品
」
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て

　

鉈
屋
町
界
隈
は
、
昔
な
が
ら
盛
岡
の
暮
ら
し

が
今
も
色
濃
く
継
承
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
毎

月
第
２
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
歳
時
記
が
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

も
、「
旧
暦
の
雛
祭
り
」
は
、
40
軒
以
上
が
雛

人
形
を
飾
り
、
雛
人
形
と
と
も
に
盛
岡
町
家
を

公
開
し
、
2
日
間
で
延
べ
3
万
人
が
訪
れ
る
祭

り
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
・
10
月

に
開
催
さ
れ
る
も
り
お
か
ワ
カ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
「
て
ど
ら
ん
ご
」
や
８
月
の
「
盛

岡
の
お
盆
　

迎
え
火
・
送
り
火
」
な
ど
も
た
く

さ
ん
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
も
り
お
か
町
家

物
語
館
開
館
後
、
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
は
物
語
館

を
拠
点
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
後

さ
ら
に
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
8
月
に
来
場
者
数
が
10
万

人
を
越
え
ま
し
た
。
初
年
度
は
年
度
途
中
で
の

開
館
で
あ
っ
た
た
め
客
足
は
緩
や
か
で
し
た
が
、

27
年
度
は
春
先
か
ら
客
足
が
伸
び
、
名
誉
館
長

の
高
橋
克
彦
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
「
ぼ

く
ら
の
時
代
　

お
化
け
屋
敷
」
と
い
っ
た
素
朴

で
懐
か
し
い
昭
和
レ
ト
ロ
な
イ
ベ
ン
ト
が
好
調

で
、
開
館
か
ら
1
年
余
り
で
の
達
成
と
な
り
ま

し
た
。

　

賑
や
か
で
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
覚
え
、
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
憩
い
の
場
を
目
指
し
、
地
域

文
化
等
の
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

中
核
施
設
と
な
る
よ
う
運
営
し
て
お
り
、
さ
ら

に
魅
力
的
な
施
設
と
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。もりおか町家物語館

指定管理者
特定非営利活動法人
いわてアートサポートセンター
郵便番号 ₀₂₀︲₀₈₂₇
岩手県盛岡市鉈屋町 ₁₀ 番 ₈ 号
電話 ₀₁₉︲₆₅₄︲₂₉₁₁
FAX�₀₁₉︲₆₅₄︲₂₉₁₃
Mail�machiya@iwate-arts.jp
URL�http://www.machiya.iwate-arts.jp

盛岡市

アクセスマップ
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研
修
・
交
流
事
業

中
堅
社
員
養
成
講
座
︑28
名
受
講

　

中
堅
社
員
養
成
講
座
が
７
月
２
日
、
岩
手
県
法
人
会
館
で

開
か
れ
、
会
員
企
業
の
中
堅
社
員
な
ど
31
名
が
受
講
し
ま
し

た
。

　

講
座
の
内
容
は
、
上
司
の
立
場
か
ら
考
え
る
報
告
・
連

絡
・
相
談
の
意
味
と
活
用
、
仕
事
の
基
礎
力
と
し
て
必
要
な

ア
ク
シ
ョ
ン
↓
シ
ン
キ
ン
グ
↓
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
循
環
に
つ

い
て
、
な
ど
。

﹁
決
算
﹂﹁
確
定
申
告
﹂の
２
講
座

　

盛
岡
税
務
署
担
当
官
を
迎
え
て
盛
岡
法
人
会
が
開
催
し
て
い
る
恒

例
の
２
つ
の
税
務
関
係
講
座
が
岩
手
県
法
人
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
７
、
８
、
９
月
決
算
法
人
を
対
象
に

し
た
「
決
算
説
明
会
」（
８
月
７
日
）。
決
算
処

理
で
間
違
い
や
す
い
と
こ
ろ
の
説
明
や
、
税
制

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
テ
ー
マ
。

　

も
う
一
つ
は
、「
法
人
税
確
定
申
告
書
の
見

方
・
書
き
方
講
座
」
で
、
９
月
７
、
10
、
14
、

1７
日
と
４
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
会
計
啓
発・普
及
セ
ミ
ナ
ー

　

盛
岡
法
人
会
と
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
主
催

の
「
中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
が
９
月
３
日
、
岩

手
県
法
人
会
館
で
開
か
れ
、
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
経
営
分
析
力
、
資
金
調
達
力
、
受
注
拡

大
力
を
強
化
す
る
た
め
、
中
小
企
業
庁
が
作
成
、
公
表
し
て
い
る

「
中
小
企
業
の
会
計
」
の
普
及
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
。「
中
小
会
計
要

領
」（
中
小
機
構
作
成
）
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
、
財
務
会
計
の
基
本
、

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
会

﹁
納
涼
の
集
い
﹂

　

女
性
部
会
「
納
涼
の
集
い
」
が
８
月
28
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
納
涼
の
集
い
」
は
近
年
、
郊
外
研
修
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
し
く
当
会
の
会

長
に
就
任
さ
れ
た
高
橋
真
裕
会
長
の
お
話
を
伺
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
高
橋
会
長
は
、
㈱
岩
手

　

平
成
2７
年
７
月
10
日
付
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
盛
岡
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
佐
山
で

ご
ざ
い
ま
す
。
岩
手
県
内
の
勤
務
は
、
平
成
23

年
７
月
か
ら
一
年
間
の
宮
古
税
務
署
に
引
き
続

き
二
度
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
平
成
23
年
は
忘
れ
も
し

な
い
東
日
本
大
震
災
の
発
生
し
た
年
で
、
国
税
庁
が
組
織
を
挙
げ
被
災
さ
れ

た
方
々
へ
の
対
応
を
行
っ
た
年
で
も
あ
り
私
と
し
て
も
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、着
任
し
て
か
ら
宮
古
市
の
方
々
か
ら
伺
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、

内
陸
部
、
特
に
盛
岡
方
面
の
方
々
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
、
非
常
に
感
謝

し
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
を
再
建
さ
れ
た
方
々
も
販
路
の
消
失
等
に
よ
り
、

売
り
上
げ
が
震
災
前
の
水
準
に
届
か
ず
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
盛
岡
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
是
非
と
も
販
路
の
拡
大
や
商
品
の

購
入
、
紹
介
等
々
、
こ
れ
か
ら
も
「
オ
ー
ル
岩
手
」
一
丸
と
な
っ
て
、
被
災

さ
れ
た
企
業
の
た
め
ご
支
援
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
着
任
し
て
３
ケ
月
ほ
ど
過
ぎ
ま
し
た
が
、
歴
史
の
あ
る
建
物
や「
さ

ん
さ
踊
り
」
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
域
で
お
祭
り
の
多
さ
に
び
っ
く
り
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
方
々
の
「
盛
岡
を
愛
す
る
」
気
持
ち
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、岩
手
山
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、「
わ
ん
こ
そ
ば
」

「
冷
麺
」「
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
」
な
ど
の
美
味
し
い
「
食
」、
日
本
酒
・
ビ
ー
ル
・

ワ
イ
ン
な
ど
酒
党
に
は
た
ま
ら
な
い
お
酒
類
も
豊
富
で
、
日
々
盛
岡
の
夜
を

満
喫
し
な
が
ら
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
盛
岡
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行

後
も
、
我
々
税
務
と
の
信
頼
・
協
調
関
係
を
深
め
ら
れ
、
各
種
税
務
研
修
会

の
開
催
や
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
、
小
学
生
に
よ
る
税
の
書
道
展
・
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
、
税
制
等
へ
の
建
設
的
な
提
言
、「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
及
び
「
自
主
点
検
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
へ
の
取
組
み
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
的
評
価
の
高

い
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と

着
任
挨
拶

盛
岡
税
務
署
長　
佐
山　
博
康 

氏  

（上）確定申告書講座、（下）決算説明会講師は中小企業診断士・土岐徹朗先生

　７ 月 10 日付で盛岡税務署の定期人事異動があり、盛岡税務署長に佐山博康氏（前国税庁仙台派遣監督評価官室長）
が就任しました。法人課税部門の主な異動は次のとおりです。
盛岡税務署長 佐　山　博　康（国税庁仙台派遣監督評価官室長）
　　〃　　筆頭副署長 畠　田　卓　也（仙台国税局国税訟務官）
　　〃　　特別調査官（法人税等） 小　野　勇　喜（八戸税務署総務課長）
　　〃　　特別調査官（法人税等） 佐々木　吉　昭（仙台北税務署法人課税第二部門統括調査官）
　　〃　　特別調査官（法人税等） 関　口　和　浩（八戸税務署特別調査官）
　　〃　　法人課税第一部門統括調査官 平　栗　茂　之（福島税務署法人課税第一部門統括調査官）
　　〃　　法人課税第三部門統括調査官 峠　舘　昭　弘（青森税務署法人課税第二部門統括調査官）
　　〃　　法人課税第四部門統括調査官 阿　部　好　成（仙台中税務署情報技術専門官）
　　〃　　法人課税第五部門統括調査官 舘　花　満　弘（仙台国税局資料調査課主査）

盛岡税務署人事異動 （平成 2７ 年 ７ 月 10 日付）

講師はヒット・ビジネスコン
サルティングの及川敦子先生
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青
年
部
会
が
租
税
教
室
課
外
授
業
を
実
施

〜
東
日
本
大
震
災
の
陸
前
高
田
市
で
学
ぶ
復
興
の
あ
ゆ
み
〜

　

青
年
部
会
（
清
水
成
樹
部
会
長
）
は
、
平
成
2７
年
７
月
15
日

（
木
）
に
盛
岡
市
立
土
淵
中
学
校
の
全
校
生
徒
１
５
７
名
（
１

年
64
名
、
２
年
54
名
、
３
年
39
名
）
を
引
率
し
、
租
税
教
室
課

外
授
業
を
陸
前
高
田
市
に
て
行
っ
た
。

　

青
年
部
会
は
土
淵
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
租
税
教
室
を
開

催
し
て
い
た
が
、
今
回
は
復
興
税
の
使
わ
れ
方
を
自
分
た
ち
の

目
で
見
、
実
体
験
を
し
よ
う
と
い
う
事
で
土
淵
中
学
校
に
申
し

入
れ
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
有
難
い
話
で
あ
り
是
非
中
学
生
全
員
を
引
率

し
て
欲
し
い
と
い
う
強
い
依
頼
が
あ
り
、
予
算
オ
ー
バ
ー
す
る

も
の
の
今
回
引
き
受
け
た
。

　

大
型
バ
ス
４
台

に
分
乗
し
朝
８
時

学
校
を
出
発
、
各

バ
ス
に
税
制
、
研

修
、
総
務
の
各
委

員
が
乗
り
込
み
、

行
き
の
バ
ス
の
中

で
「
ア
ナ
ザ
ー

ワ
ー
ル
ド
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
後
、

税
金
ク
イ
ズ
を
行

い
税
へ
の
関
心
を

高
め
、
現
地
で
は

語
り
部
ガ
イ
ド
の

説
明
を
聞
き
な
が

ら
災
害
公
営
住
宅
や

土
地
の
か
さ
上
げ
工

事
を
大
き
く
進
め
、

９
月
15
日
で
運
転
を

終
了
し
た
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
、
被
災
し
た

中
学
校
校
舎
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
情
報
館

な
ど
を
見
学
し
、
被

災
地
で
の
様
々
な
場

所
に
復
興
税
が
使
わ

れ
て
い
る
と
説
明
を

受
け
た
。

　

午
後
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
共
和
国
の
義

援
金
で
建
設
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
を
使
い
、
戸
羽
陸
前
高
田
市
長
の
講
演
を
聞
い
た
。
生

徒
か
ら
は
市
長
に
対
し
て
積
極
的
に
質
問
が
あ
り
「
震
災
へ
の

意
識
や
税
金
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

市
長
の
講
演
後
は
税
金
ク
イ
ズ
で
各
バ
ス
の
上
位
５
名
に
、

清
水
青
年
部
会
長
よ
り
賞
品
が
渡
さ
れ
、
続
い
て
税
務
署
か
ら

は
一
億
円
の
レ
プ
リ
カ
を
渡
さ
れ
一
億
円
の
重
さ
を
体
験
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
か
ら
、「
税
の
大
切

さ
を
肌
で
感
じ
自
分
達
の
目
で
見
る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
良

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。　

（
青
年
部
会
）

総工費約 ₁₂₀ 億円、全長 ₃㎞ の巨大ベルトコンベア

戸羽陸前高田市長による講演

と
も
に
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
も
、
国
税
庁
の
使
命
と
し
て
い
る
「
納
税
者
の
自
発

的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
こ
と

を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

特
に
本
年
は
、「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
が
導
入
さ
れ

る
年
で
あ
り
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
周
知
・
広
報
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人
盛
岡
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
並
び
に
会
員
皆
様
の
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

銀
行
代
表
取
締
役
会
長
、（
一
社
）
岩
手
経
済
同
友
会
の
代
表
幹

事
と
し
て
、
岩
手
の
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
中
で
あ
り

ま
す
。
今
回
は
女
性
部
会
の
た
め
「
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
女
性
が
重
要
な
人

材
に
な
っ
て
ゆ
く
た
め
の
背
景
と
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
職
業
に
お
い
て
も
、
今
後
ま
す
ま
す
女
性
の
労
働

参
加
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
働
く
者
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
に
も
重
き
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
お
話
で
し

た
。女
性
部
会
員
も
あ
ら
た
め
て
自
覚
を
持
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
は
高
橋
会
長
を
囲
み
昼
食
を
取
り
な
が
ら
、
参
加
者
全

員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
無
か
っ
た
こ
と
だ
け
に
思
い
が
け
な
い
情

報
交
換
に
も
な
り
、
大
い
に
楽
し
い
交
流
・
親
睦
会
と
な
り
ま
し
た
。　

（
中
村
安
紀
子
）

﹁
税
務
研
修
会
﹂

　

９
月
15
日
、
盛
岡
法
人
会
女
性
部
会
主
催
の「
税
務
研
修
会
」が
、

盛
岡
間
税
会
女
性
部
会
と
の
共
催
で
市
内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
盛
岡
税
務
署
長　

佐
山
博
康
様
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
「﹃
税
務
大
学
校
﹄
あ
れ
こ
れ
～
職
員
の
育
成
に
つ
い
て
～
」

と
い
う
演
題
で
、
税
務
官
に
な
る
ま
で
の
研
修
の
過
程
や
職
員
の

初
任
給
な
ど
、
普
段
は
聞
く
こ
と
の
出
来
な
い
お
話
ば
か
り
で
、

と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

　

佐
山
署
長
が
常
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
「
風
通
し
の
良
い
職
場
」「
明
る
く
振
る
舞
う
」「
職

員
の
心
に
寄
り
添
う
」
な
ど
、
私
達
の
職
場
に
も
共
通
す
る
課
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

又
、
平
栗
統
括
官
か
ら
は
、
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
の
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、法
人
会
・
間
税
会
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
部
会
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
、今
後
に
向
け

て
の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

（
菅
沼
陽
子
）

ｉ
Ｐａ
ｄ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

盛
岡
法
人
会
の
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
戦
略
」
が
９
月
11
日
、
盛
岡
法
人
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
活
用
の
３
回
目
で
、
今
回
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
活

用
が
中
心
テ
ー
マ
。
１
人
１
台
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
手
に
し
て
、
繋

が
る
・
広
が
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
世
界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講演する高橋真裕会長講演する佐山博康・盛岡税務署長
指導は LAC（ライフ・アシス
タンス・カンパニー）のスタッフ

4ページ
7つの
間違い探し
の答え

①
帽
子
　②
目
線
　③
ク
チ
　④
汗
　⑤
雲
の
大
き
さ
（
左
上
）
　⑥
隈
（
右
：

鼻
横
）
⑦
蜘
蛛
の
巣
（
左
下
）



　

今
年
の
夏
は
と
ん
で
も
無
い
暑
さ
で
し
た
が
、
観
測
史
上
ど
こ
ろ

か
４
0
0
0
年
に
一
度
の
猛
暑
の
年
だ
っ
た
可
能
性
が
出
て
き
た

そ
う
で
す
。
9
月
に
は
茨
城
の
常
総
地
区
に
て
の
台
風
の
影
響
に
よ

る
大
洪
水
が
あ
り
自
然
的
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
変
化
に
常
に
対
応
し
な
が
ら
生
き
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
制
も
毎
年
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
行

き
ま
す
が
、
編
集
委
員
会
は
も
り
お
か
通
信
が
税
制
に
つ
い
て
何
か

お
役
に
た
て
れ
ば
と
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。　

（
K
・
O
）

【
編
集
後
記
】
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公
益
社
団
法
人
盛
岡
法
人
会
は
、

盛
岡
市
、八
幡
平
市
、
滝
沢
市
、
紫

波
町
、
矢
巾
町
、
雫
石
町
、
岩
手
町
、

葛
巻
町
、
に
本
社
を
置
く
企
業
（
法

人
）の
経
営
者
及
び
賛
助
会
員
、
個

人
を
会
員
と
す
る
団
体
で
、
会
員

相
互
の
交
流
と
研
修
、
社
会
貢
献

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●八幡平山賊まつり
10 月 10 日（土）〜 12 日（月）
� 八幡平市柏台　さくら公園イベント広場

●もりおか映画祭
10 月 16 日（金）〜 18 日（日）　盛岡市映画館通り

●八幡平紅葉まつり
10 月 17 日（土）〜 18 日（日）
� 八幡平市　岩手県県民の森　フォレストアイ

●紫波町産業まつり
10 月 17 日（土）〜 18 日（日）　紫波郡紫波町　サンビレッジ紫波

●葛巻町産業まつり
10 月 24 日（土）〜 25 日（日）

葛巻町葛巻　社会体育館　モウモウ館
●しずくいし産業まつり

10 月 24 日（土）〜 25 日（日）　雫石町高前田　町総合運動公園
●岩手町産業まつり

10 月 24 日（土）〜 25 日（日）
� 岩手町子抱　町スポーツ文化センター

●盛岡市農業まつり
10 月 31 日（土）〜 11 月 1 日（日）　もりおか歴史文化館前広場

●芸術祭たきざわ
11 月 2 日（月）〜 22 日（日）滝沢ふるさと交流館

●第 30 回全日本わんこそば選手権
11 月８日（日）　盛岡市松尾町　盛岡劇場メインホール

●盛岡お月見ハシゴ酒祭り
11 月 10 日（火）　受付：クロステラス盛岡　いずれも予定

●安比高原除夜の花火
12 月１日（火）〜１月 31 日（日）　安比高原スキー場

●盛岡文士劇
12 月 5 日（土）・６日（日）　盛岡市松尾町　盛岡劇場メインホール

●岩手の鮭まつり＆岩手の海産物まつり
12 月上旬　もりおか歴史文化館

●盛岡駅イルミネーション
12 月上旬〜 2016 年 1 月上旬
� JR 盛岡駅周辺　点灯時間 16：30 〜 21：00

●マリオスハートフルクリスマス
12 月 22 日〜 24 日　マリオスビル、盛岡駅前滝の広場周辺
ハートマーク点灯 17：00 〜 20：00
夢灯り 17：00 〜 19：30（盛岡駅東口滝の広場）
詳しいことは各市町村役場、主催者にお問い合わせください。

各地の行事

盛岡世代にかける橋OBうたごえ事務局
被災地で“出前うたごえ喫茶”
　出前うたごえ喫茶のメンバーは「盛岡
世代にかける橋」OB の有志で、キーボー
ド、サキソホン、フルート、ギター、ヴォー
カルなどの編成。仕事を持っている人、
加療中の人、家族介護の人とさまざま
で、それぞれやりくりしながらの出前活
動だ。2011 年の７月からほぼ月１回ペー
スで沿岸被災地の仮設住宅を慰問、今年
9月の「出前うたごえ喫茶 in 陸前高田」で 42 回を数えた。
　大きな文字でつくった約 100 曲の歌詞本を携えて行くけれども、載っていない曲の
リクエストも飛び出す。リーダーのひと声で即座に伴奏が応じる。やっぱり、演歌、
千昌夫、丘をこえて…で盛り上がる。復興支援ソング『花は咲く』をうたい、最後は
手をつないで『今日の日はさようなら』を合唱する。「いつまでも絶えることなく　
友だちでいよう…　またあう日まで」
　『花街の母』を熱唱した女性は「何ヵ月も仮設の壁としか話していなかった。きょ
うはうたえてよかった」と胸のうちを明かした。顔なじみになって「実は私ね…」と
悩み事を打ち明けられ、身の上相談になってしまうこともあるのだとか。
　11 月 28 日（午後 1 時から）には「出前うたごえ喫茶 in 盛岡」を市総合福祉センター（若
園町）で開く。「入場無料、お茶菓子付きです。皆さんうたいに来てください」。代表
世話人の伊藤よし子さんが呼びかけている。

2011.3.11. 東日本大震災 を忘れない
ささえ合うひとびと

被災者
支援者 市 民

八幡平紅葉まつり

■盛岡世代にかける橋 OB うたごえ事務局
〒 020-0882 盛岡市住吉町 ７-15　　代表世話人：伊藤よし子
TEL.090-3363-262７　FAX.019-653-2033

大船渡市の仮設住宅のみなさんと

■都南支部経営セミナー 10 月 6 日（火）盛岡商工会議所都南支所
� 講師：中小企業診断士　宮　健　氏

■相続・事業継承セミナー 10 月 16 日（金）岩手県法人会館
� 講師：楢山　直樹　氏・鈴木　都美子　氏

■チャリティーゴルフ 10 月 22 日（木）メイプルカントリークラブ
■松園中学校租税教室 10 月 29 日（木）

■税を考える週間
　特別講演会

11 月 11 日（水）
ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング
第一部　講師 : 東京大学社会科学研究所　教授
� 玄田　有史　氏
第二部　講師 : 仙台国税局長� 小原　　昇　氏

■小・中学生による
　税に関する書写展

11 月初旬〜　パルクアベニューカワトク催事場
� JR 盛岡駅わんこロード、盛岡税務署

■年末調整説明会 11 月 17 日（火）　岩手県民会館
詳しいことのお問い合わせは　盛岡法人会　℡ .019-654-4955　Fax.019-651-4055


